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『アール ・デコの世界1

パ1丿 ア ール ・デ コ誕 生 』

『アール ・デコの世界4

ミラ ノ イ タ1丿ア ン ・デザ イ ンの創造 』

佐野敬彦編
学習研究社
1990年

アール ・デ コ的 な現象 は,多 か れ少 なか

れ様 々 な国 にあ った。工 業生 産 に即 した形

体 が 人 々の生 活 を一 新 しよう とす る時,装

飾 美術 は今一 度,同 時代 の感性 が 求 め る装

飾 とは何 で あ るの か内省 す る。 その最 後 の

心情 吐露 が,ア ール ・デ コ現 象で あ る。 け

れ ども,例 え ばパ リの ア ール ・デ コ とい え

ば,そ れ はパ リに しか 存在 しない。 そ こに

暮 らす 人 々の趣味 や習慣 を忠 実 に反 映 した

アール ・デ コ は,本 来 個別 的で地 域性 を強

く持 ってい る。 その場 所で,そ の時代 を生

きた人 々 だけが感 じてい た,ア ー ル ・デ コ

感覚 とい うものがそ こ にあ ったはず で あ る。

もし今 日に引 きつ けて,ア ール ・デ コの造

形 に込 め られ た心 理 や饒舌 の背 後 に潜 む意

味 を理解 した い と願 うな ら,あ る程 度 は言

葉 で な く感 覚 を働 かせ るこ と も必要 だ と思

われ る。軽 薄 な意味 で感 覚 を云 々す る と,

これ は う さん くさい話 にな るが,考 えて み

れ ばそ うい う うさん くさい 人間の心 と も,

デザ イ ン は気 長 につ きあ ってい くもの なの

だ ろ う。 と りわ けア ール ・デ コは,そ の よ

うな人 間味 に同情 的で あ った に違 い ない 。

こ こ に紹 介 す る2冊 は,「 アー ル ・デ コ

の世 界」 と題 された全5巻 の 中の第1巻 と

第4巻 。 出版 は学 習研 究社 。1990年7月 か

ら,91年3月 にか けて順不 同 に刊 行 された。

5巻 の編 成 は,1。 パ リ,2.ニ ュー ヨー

ク,3.ハ リウ ッド/マ イ ア ミ,4.ミ ラ

ノ,5.ウ ィー ンと,都 市 別 に構成 されて

お り,そ れ ぞ れ別 々の編 者 が受 け持 ってい

る。 その内,パ リ編 と ミラ ノ編が,佐 野敬

彦氏 の担 当に な る もの であ る。 この都市 別

に構成 されて い る とい う点 は,企 画 の大 き

な特徴 で あ る。例 え ば家具編,装 身具編,

ポ ス ター編 とい った分 野や,年 代 あ るい は

様式 上の傾 向 な どに よって アール ・デ コの

世界 を分類 す るこ と も可能 で はあ る。 けれ

ど もそ の ような方 法 に よって,い わ ば博 物

館 的 に整然 と陳列 された ア ール ・デ コ期の

標 本 をただ眺 め る に止 まって しまう よ りは,

それぞ れの都 市 に生 まれ た アール ・デ コな

る感覚 を,読 者 が生 き生 きと感 じとる こ と

ので きる よう に配慮 され てい るの だ と思 わ

れ る。

さて,第1巻 は 「パ リ アール ・デ コ誕

生」 と題 され てい る。 アー ル ・デ コの呼 び

名が,1925年 にパ リで開催 され た装 飾美術

の万 国博 覧 会 に 因んでい るこ とはよ く知 ら

れ る通 りだが,そ れ はなに も名称 に限 った

話で は ない。 名実 ともにパ リは,ア ール ・

デ コの本拠 地 で あ った。 この こ とは,パ リ

にその源泉 が あ った こ とを必 ず しも意 味 し

ない。 む しろ 逆で,他 文 化 か らの刺激,そ

して外 国か ら止 め どな く集 まって くる幾多

の才 能 を,ア ー ル ・デ コは貪欲 に消 費 しパ

リ風 へ と馴 染 ませ て いっ た。 ま さに芸術,

文化 の 国際都 市 であ った1920年 代 の パ リで,

フ ランスの装 飾 美術 はア ール ・デ コ として

の生 を受 けるの で ある。本 巻 で は,そ の辺
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りの華 やい だ活況 が 多面的 に紹介 されて い

る1。'

一般 に フラ ンスの アー ル ・デ コ は
,1900

年 を頂 点 と して 退 潮 して い くアー ル ・ヌ

ヴ ォに代 わ る もの,よ りシ ンプ ルで端 正 な

ものを求める新しい趣味として理解される。

1901年 に結成 され た,美 術家 ・装 飾家協 会

(SAD)に 属 す る若 い世 代 を中心 に,そ う

した傾向 は推進 され た。 イ リブ や ラ トォに

み られ る,ネ オ ・ロ ココ と も呼べ るよ うな

洗 練 を,編 者 は ヨー ロ ッパ にお け るエ レガ

ン トの ひ とつ の終 着点 とみ る。特 に リュル

マ ンは選 びぬ かれ た材料 と卓抜 した職 人芸

を駆 使 し,そ の精華 を示 して い る。一方 で,

こ の ような 「装 飾 派」 に批判 的 な傾 向 も起

こ って くる。 シ ャロ ーや ピュ イフ ォルカ,

エ ルブ ス トとい った,よ り現代 的な様式 を

志 向 す る 作 家 た ち は,SADを 脱 退 し,

1929年 ル;コ ル ビ ュジェ らと近代 美術 家連

合(UAM)を 結 成 す る。25年 博 以 後 彼 ら

が,フ ラ ンスにお け るモ ダン ・デザ イ ンの

正 統 と して活躍 す る わけだが,例 え ば ピュ

イ フ ォルカの銀 器 ひとつ とって みて も,単

純 な形体 の 中に ど こか典 雅 な趣 が あ るの は

注 目に値 す る。 編 者が,「 最 後 の 洗 練 され

た装 飾美術 」 と名付 ける所以 で あ る。装 飾

派,モ ダ ン派 の何 れ に もみ・られ る優 雅 さは,

パ リ独 特 の 感 性 だ とい え る。 とこ ろ で,

ア ール ・デ コの主役 は室 内装 飾家 ば か りで

は ない。1909年 にデ ビ ュー した ロ シア ・バ

レエ の舞 台装 飾 には,実 に多 くの芸術 家が

参 加 した。 ピカ ソ,ル オ ー,レ ジ ェ と挙 げ

れ ば き りが ない。 そ の黒 幕的 存在 で あ った

の は無論,デ ィアギ レフで あ る。 画家 た ち

の装 飾美 術へ の熱 中 は,ア ール ・デ コに強

い影 響 を与 えた。特 に,女 性 をコル セ ッ ト

か ら解放 しフ ァ ッシ ョン革命 を起 こ した ポ

ワ レは,ロ シア ・バ レエの装 飾家 バ クス・ト

が みせ た強烈 な色 彩 と東洋趣 味か ち多 犬 な

着想 を得 て いる。 美術,演 劇,フ ァッシ ョ

ンな どが錯 綜 す る状 況 のあ らゆ る場面 に,

パ リの アー ル ・デ コ感覚 は充 満 してい た。

そ の懐 の深 さにお いて,パ リはや は りア ー

ル ・デ コ誕 生 の地 であ り,本 拠地 なの だ ろ

う。

次 に,第4巻 「ミラ ノ イ タ リア ン ・デ

ザ イ ンの創 造」 は,こ れ まで どち らか とい

うと紹介 され る機 会の 多 くはなか った イタ

リアの アー ル ・デ コ を取 り上 げ るに止 まら

ず,イ タ リアのモ ダニ ズム そ して ポ ス トモ

ダンに まで 目を向 け,広 範 な内容 が盛 り込

まれ て いる。他 の4冊 に比べ て,ア ール ・

デ コ と現代 との結 びつ きが よ り強 く訴 え ら

れて お り興 味深 い 。 アール ・デ コ再評価 の

動 向 は,ポ ス トモ ダンの起 こ りと時 を同 じ

くして いる わけだ が,こ こで はそ の両 者 の

親近 を論 うこ とよ りも,イ タリアのモ ダニ

ズ ム を も射 程 に入 れた上 で,イ タ リア ン ・

デザ イ ンに脈 々 と流れ る創造 の才 能 を見抜

くこ とに編 者 は照準 を合わせ てい るよ うだ。

20世 紀 に入 って イタ リアの装飾 美術 に生

気 を送 り込 んだの は未 来派 であ る。バ ッラ

や デペ ーロの デザ インが巻頭 を飾 って い る

が,そ れ らは極 め て大胆 で実 験的 であ り,

さぞや 同時代 人の 趣味 に衝撃 を与 えた こ と

と思 わ れる。 フ ラ ンスの アー ル ・デ コ に立

体派 の影響 が不 可 欠で あ った以上 に,イ タ

リアに おけ る未来 派の役 割 は重要 であ る。

20世 紀 を生 きる 自分 た ちの ため の,ま った

く新 しい様 式 を生 み 出 さね ば な らない,ま

た それが 可能 であ るとい う意 志表 明 と して,

未来 派 の急進 的 な精神性 は受 け継 が れて い
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くか らで あ る。 さて,イ タ リアの アー ル ・

デ コ は大 き く二つ の流 れ と して把 握 さ れて

い る。 ひ とつは新古 典 主義 的 な傾 向で ,そ

こに はかつ ての文化 先進 国 と しての栄 光 を

再興 したい とい う悲 願 が込 め られてい る。

1900年 代(=20世 紀)の900を とっ て ノ

ヴェチ ェ ン ト運 動 と称 され る ものであ った。

シンプ ルな古代 モ チー フは,装 飾 美術 の近

代 化 に も適 って はいたが,30年 代 に は フ ァ

シズ ムの慕 う重 厚 な記念碑 的デザ イ ンへ と

吸 収 され てい く。今 ひ とつ は,モ ダニ ズ ム

の傾 向で あ る。何 れ もシ ンプルで調和 を旨

とす る点 で は 類似 して お り,例 え ば テ ッ

ラー この 「フ ァ ッシ ョの家」 に もみ られ る

よ うに,当 初合 理主義 の デザ イ ンが フ ァシ

ズム に も受 容 され たこ とは面 白い。 この二

つ の 流 れ の い わ ば 中道 を行 き,最 もアー

ル ・デ コ的であ った と位置 づ け られる のが,

ジオ ・ポ ンテ ィであ った。 彼 は古代 モ チー

フか らサ ーカ ス,ス ポ ーッ,バ レエ とい っ

た同時代 的主題 まで操 りなが らイタ リア風

を体 現 し,編 者 がい うよ うに,戦 後 の イ タ

リア ン ・デザ イ ンの ルー ッ と もな って い く

の であ る。加 え て,ガ ラス,陶 芸,フ ァッ

シ ョン,自 動 車 のデザ イ ンな どに も多 数 の

図版 が割 か れ,イ タ リア ン ・デコの豊 か な

成果 を 目にす るこ とが で きる。戦 後 のモ ダ

ン ・デザ イ ン,そ して ポ ス トモ ダンに も共

通 に見 出せ る,「 が っち り した彫 刻 性 と鋭

い調和 の感覚 と柔軟 な発 想=文 中」 は,ま

さ し くイ タ リア 的な天 才で あ る。 さ らに編

者 はそ の背後 に,カ ンや超 能力 に も例 えて,

ス ポ ンター ネ オ(「 自然 に発 露す る」 とか

「自然 な感情 に従 った」 な どとい う意 味e

文 中)な 「地 中海感 覚」 が満 ちてい る と説

く。合 理 主義 で は とらえ きれ ない人 間の心

理 的側面 や感 性 を再 びデ ザ イ ンに取 り込 も

う とす るポ ス トモ ダ ンに とって も,当 然 そ

の能 力 は求 め られ る もの だ ったのだ ろ う。

他 の3冊 につ いて も簡単 に触 れて お くと,

第2巻 と第3巻 は海野 弘,中 子真 治両氏 の

共編 で,そ れ ぞ れ 「ニ ュー ヨーク 摩 天楼

の アール ・デ コ」,「ハ リウ ッ ド/マ イア ミ

ア メ リカ ン ・デ コの楽 園」 と題 され てい る。

1925年 の博 覧 会 にア メ リカは,自 国 に現 代

的 な装 飾美術 運動 は ない との理 由で参加 し

なか ったが,、会場 を見学 したデザ イナ ーた

ち はニ ュー ヨー クで アメ リカ ン ・デ コの先

駆 となる。20年 代 中葉か ら大 恐慌 まで のわ

ず か な間 に,ア メ リカ ン ・デ コは爆 発 的に

開花 した。20世 紀 の新 しい都 市生活 を形作

る ことが アー ル ・デ コに課せ られ た役割 で

あ った とす れ ば,ニ ュー ヨー クはあ るい は

パ リよ り相応 しい舞 台 だ ったのか も知れ な

い 。映画 の王 国ハ リウ ッ ドも また然 りで あ

る。そ して 第5巻 は 「ウ ィー ン 世紀 末都

市 の ア ー ル ・デ コ」。 千足 伸 行氏 の編 集 に

なる。 いわ ば一 足先 に アール ・デ コ を終点

まで導 いて しま った ウィー ン工 房 と,そ の

血 を ひ く ドイ ッのモ ダニ ズムが扱 わ れて い

る。

また5巻 と も共通 して,そ れぞれ の内容

に即 した アー ル ・デ コの小 事典 と年表 が付

されてい る。 各 編者 の紀行 文風 に綴 られ る

「アー ル ・デ コの旅」 は,編 者 自身 の撮影

による図版 も多 く交 えて,今 日残 されてい

るアー ル ・デ コの街並 み を紹介す る もので,

臨場 感が あ り楽 しい。 これ に は詳 しい地図

まで掲 載 され て い る。 さらに,5巻 を通 じ

て連載 されて い る 「アー ル ・デ コの源流 と

系譜1～V」 は,ア ール ・デ コか らポス ト

モ ダ ンに まで 及 ぶ論考 であ り,こ れ は佐 野
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敬 彦氏 に よる。

先 に も述べ たが,ア ー ル ・デ コの世 界 を,

我 々 自身の 目か ら感覚 的 に も理解 しよう と

す る姿 勢で企 画 されてい るの だ と思 われ る。

編 者 の撮影 に よ る写 真が 多 く用 い られ てい

る こ と もその表 明 であ ろ う し,ミ ケ ー レ ・

デ ・ル ッキ に よる オ リジナ ルの表 紙装 画 を

み て も,そ の よ うなこ とを感 じず にはお れ

ない。

(竹内利夫 徳島県立近代美術館)
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